
女川町出島・江島
漁業の再開に向け、

まず最小限の施設復旧を
長野　章
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二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
三
陸
地
方
の
漁
港
と
漁
村
に
壊

滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
被
災
し
た
漁

港
と
漁
村
に
つ
い
て
は
、
三
陸
地
域
の
経
済

社
会
を
担
っ
て
い
る
水
産
都
市
の
気
仙
沼
市

や
石
巻
市
か
ら
、
小
規
模
の
市
町
村
や
漁
業

集
落
ま
で
を
網
羅
し
た
復
旧
と
復
興
の
提
案

が
な
さ
れ
て
い
る
。

三
陸
地
方
に
お
い
て
も
離
島
が
多
く
あ
り
、

こ
れ
ら
は
漁
業
を
生
業
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
。
ま
た
、
津
波
災
害
の
復
旧
復
興
事
例

と
し
て
引
用
さ
れ
る
北
海
道
南
西
沖
地
震

（
平
成
五
年
七
月
）
の
奥
尻
島
も
離
島
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
宮
城
県
女
川
町
出
島

い
ず
し
ま

と
江
島

え
の
し
ま

を

中
心
に
離
島
の
津
波
災
害
と
復
旧
復
興
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

ま
た
、
大
震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
漁
業
、
漁
港
、
漁
村
の
復
旧
復
興
に

つ
い
て
多
く
の
提
案
が
な
さ
れ
、
漁
業
界
に

お
い
て
物
議
を
醸
し
て
い
る
点
も
あ
る
。
そ

れ
は
宮
城
県
村
井
知
事
か
ら
表
明
さ
れ
た
、

漁
業
に
民
間
資
本
を
参
入
さ
せ
る
「
水
産
振

興
特
区
構
想
」
で
、
養
殖
漁
業
の
盛
ん
な
三

陸
沿
岸
に
お
い
て
は
大
き
な
議
論
を
呼
ん
で

い
る
。
三
陸
沿
岸
の
離
島
に
お
い
て
も
養
殖

漁
業
は
離
島
の
漁
業
、
ひ
い
て
は
離
島
の
経

済
の
大
層
を
占
め
て
い
る
。

八
月
二
三
〜
二
五
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、

出
島
・
江
島
の
被
災
状
況
、
復
旧
・
復
興
状

況
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
主
に
水
産

特
区
構
想
を
含
む
漁
業
、
漁
港
及
び
漁
村
の

側
面
か
ら
、
復
旧
と
漁
業
の
復
興
へ
の
思
い

な
ど
を
中
心
に
現
地
報
告
を
行
う
。
こ
の
調

査
を
行
う
に
あ
た
り
、
渡
船
の
運
航
や
現
地

で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
手
配
な
ど
に
つ
い
て
株

式
会
社
丸
本

ま
る
ほ
ん

組
（
石
巻
市
）
の
配
慮
を
い
た

だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
水
産
業
の
産

業
基
盤
で
あ
る
漁
港
、
漁
場
、
漁
村
施
設
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
被
害
は
二
〇
都
道

宮城県離島　復旧・復興の現況
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概
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県
に
わ
た
り
、
被
害
額
は
総
計
で
一
兆
二
二

九
九
億
円
に
の
ぼ
る
。
中
で
も
漁
港
被
害
は

七
道
県
三
一
九
漁
港
で
八
一
五
一
億
円
に
上

り
、
水
産
関
係
被
害
額
の
六
六
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
平
成
二
三
年
度
の
水

産
基
盤
整
備
予
算
が
七
二
四
億
円
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
膨
大
な
被
害
で
あ
る
（
平
成

二
三
年
八
月
三
日
現
在
）。

一
方
、
わ
が
国
の
水
産
業
の
現
状
は
、
昭

和
五
九
年
に
一
二
八
二
万
ト
ン
あ
っ
た
生
産

量
が
平
成
二
一
年
に
は
五
四
三
万
ト
ン
と
最

盛
時
の
四
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
か
な
い
。

漁
業
就
業
者
数
は
平
成
二
二
年
に
二
〇
・
三

万
人
で
、
そ
の
う
ち
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者

が
六
・
一
万
人
と
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
る
。一
〇
年
前
、平
成
一
二
年
の
二
六
・

〇
万
人（
高
齢
者
六
・
九
万
人
）
と
比
較
す
る
と
、

高
齢
化
を
伴
い
な
が
ら
漁
業
就
業
者
数
の
減

少
が
起
こ
り
、
漁
業
地
域
が
過
疎
化
の
一
途

を
た
ど
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
漁
業
地
域
の
人
口
減
少
と
地

域
経
済
が
停
滞
す
る
中
、
三
陸
沿
岸
で
は
漁

港
・
漁
村
の
壊
滅
的
な
被
害
が
起
こ
っ
た
。

図１　三陸沿岸の有人離島

野々島（塩竈市 ） 
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朴島（塩竈市 ） 

寒風沢島（塩竈市 ） 

大島（気仙沼市 ） 

出島（女川町 ） 

江島（女川町 ） 

田代島（石巻市 ） 

網地島（石巻市 ） 

牝
鹿
半
島
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漁
業
地
域
の
活
力
の
停
滞
と
壊
滅
的
な
被
害

の
二
つ
が
重
な
り
、
漁
港
・
漁
村
の
災
害
復

旧
と
復
興
を
い
か
に
早
急
で
効
率
的
に
行
う

こ
と
に
つ
い
て
、
基
盤
整
備
に
頼
る
復
旧
復

興
方
式
、漁
業
へ
の
民
間
の
参
入
の
可
否
、漁

村
や
漁
港
の
集
約
と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
た
。

（
１
）
現
状

三
陸
沿
岸
に
は
、
九
つ
の
有
人
離
島
が
あ

る
が
、
出
島
・
江
島
と
も
震
源
海
域
に
直
接

面
し
て
お
り
、
津
波
の
来
襲
の
強
度
は
本
土

よ
り
強
い
と
言
え
る
（
図
１
）。
出
島
は
本
土

側
の
沿
岸
域
を
覆
う
よ
う
に
位
置
し
、
本
土

側
に
来
襲
す
る
津
波
の
被
害
を
弱
め
る
機
能

を
持
っ
た
島
で
も
あ
る
。
出
島
・
江
島
と
も

離
島
の
分
類
で
は
、
外
海
に
面
し
て
本
土
よ

り
一
時
間
程
度
の
航
路
所
要
時
間
に
位
置
す

る
「
外
海
近
接
型
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
太
平
洋
に
面
し
て
わ
が
国
の
二
〇
〇

カ
イ
リ
排
他
的
経
済
水
域
（
約
四
四
七
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
で
も
あ
る
。

●

（
２
）
出
島
と
江
島
の
被
害
と
復
旧
の
概
要

出
島
・
江
島
の
被
害
及
び
復
旧
状
況
を
表

１
に
示
す
。
表
１
に
見
る
よ
う
に
被
害
は
震

源
域
に
直
接
面
し
て
い
る
出
島
と
江
島
だ
が
、

人
的
被
害
を
は
じ
め
被
害
状
況
と
復
旧
状
況

は
大
き
な
相
違
が
み
え
る
。
出
島
は
人
的
被

害
、
家
屋
の
被
害
及
び
漁
業
被
害
も
大
き
い
。

一
方
、
江
島
は
、
人
的
被
害
は
皆
無
で
民
家

は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
お
り
、
漁
船
は
失
わ

れ
て
い
る
も
の
の
三
陸
沿
岸
の
漁
業
集
落
と

し
て
は
珍
し
い
ほ
ど
被
害
が
少
な
い
。
た
だ

し
、
津
波
に
よ
る
家
屋
の
被
害
が
な
い
江
島

で
は
余
震
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

出
島
お
よ
び
江
島
は
全
島
避
難
と
な
っ
て
お

り
、
出
島
の
避
難
解
除
が
出
た
の
は
七
月
一

日
、
江
島
は
現
在
（
八
月
二
三
日
）
に
お
い
て

も
全
島
が
本
土
側
に
避
難
し
て
い
る
。

出
島
と
江
島
は
復
旧
が
遅
れ
て
お
り
、
江

島
は
電
気
・
水
道
が
不
通
で
、
避
難
区
域
解

除
も
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
帰
宅
者
も
な
い
。

家
屋
に
被
害
の
な
い
江
島
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
が
大
き
く
遅
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

●

（
３
）
二
島
の
漁
業
概
況

出
島
・
江
島
に
つ
い
て
、
島
の
主
産
業
で

あ
る
漁
業
と
災
害
の
現
地
状
況
の
詳
細
を
述

べ
る
。
出
島
に
は
、
出
島
・
寺
間
の
二
集
落

と
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
出
島
漁
港
と
寺
間
漁

港
が
あ
る
。
ま
た
江
島
に
は
、
江
島
集
落
と

江
島
漁
港
が
あ
る
。

図
２
〜
４
に
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
港
の
港
勢
で

あ
る
漁
船
隻
数
、地
区
人
口
、組
合
員
数
、
漁

獲
量（
ト
ン
）、
水
揚
金
額
（
百
万
円
）
を
平
成

一
一
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
変
化
を
示
す

（
水
産
庁
漁
港
港
勢
集
に
よ
る
）
。
図
２
〜
４
に

見
る
通
り
、
地
区
人
口
だ
け
は
減
少
し
て
い

る
が
、
他
の
数
値
は
ほ
ぼ
横
ば
い
を
示
し
て

お
り
、
特
に
平
成
二
〇
年
の
水
揚
金
額
は
組

合
員
一
人
あ
た
り
に
す
る
と
江
島
漁
港
が
三

一
五
万
円
、
寺
間
漁
港
が
六
四
七
万
円
、
出

島
漁
港
が
七
八
八
万
円
。
図
５
に
示
す
集
落

の
高
齢
化
率
を
考
慮
す
る
と
、
全
国
的
に
見

て
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
漁

業
集
落
ご
と
の
漁
家
比
率
を
図
６
に
示
す
。

宮城県離島　復旧・復興の現況
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離
島
漁
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の
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高
齢
化
率
は
、
江
島
集
落
が
七
九
・
八
二

パ
ー
セ
ン
ト
、
出
島
集
落
が
四
二
・
三
八
パ

ー
セ
ン
ト
、
寺
間
集
落
が
三
八
・
二
一
パ
ー

セ
ン
ト
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
特
に

江
島
集
落
は
、
住
民
の
八
割
が
六
五
歳
以
上

で
あ
り
、
か
つ
漁
家
比
率
が
一
五
・
七
九
パ

ー
セ
ン
ト
と
低
い
の
で
、
多
く
の
人
は
兼
業

的
な
漁
業
を
営
み
な
が
ら
年
金
で
生
活
し
て

い
る
島
と
言
え
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
両
島
と
も
わ
が
国
の

漁
業
の
大
方
の
傾
向
と
は
異
な
り
、
漁
業
生

産
量
お
よ
び
生
産
額
は
横
ば
い
か
、
あ
る
い

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ト
ン

隻
数
、人
、百
万
円

江島漁港
200
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漁船隻数 属地水揚金額（百万円）
地区人口 組合員数
属人漁獲量（t）

図２　江島漁港の変化
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ン

寺間漁港
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2,000

1,500
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0

漁船隻数 属地水揚金額（百万円）
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属人漁獲量（t）

図３　寺間地区の変化

被害状況 
（8/5） 

復旧状況 
（8/5） 

人的被害  
家屋等の損壊 
港や航路に 
関する被害 

漁業被害  

その他 
航路 
上下水道 
電気 
瓦礫処理 
医療 
住居 
その他支援 

出島 
女川町 

 人口 死者 行方不明 
 546 21 4 

 人口 死者 行方不明 
 102 0 0 

島内 2集落壊滅
浮桟橋流失、
接岸施設沈下により使用不可
漁業施設全壊、
漁船流失するも残存漁船あり
全島避難（8月23日現在）
7月25日週 2便（干潮時運航）
7月21日通水
7月21日通電
漁場の瓦礫処理、処理中
　
高台仮設住宅
　

民家はほぼ残存、余震で屋根の被災

施設残存も沈下あり、待合室全壊

漁業施設全壊、漁船流失

全島避難（8月23日現在）
同左
目途なし
目途なし
漂流瓦礫処理終了
　
　
　

江島 

表 1　出島と江島の概要、被害及び復旧状況
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は
こ
れ
か
ら
伸
張
す
る
可
能
性
を
見
せ
て
い

る
と
い
え
る
。
高
齢
化
ゆ
え
に
漁
業
生
産
が

低
下
し
、
漁
業
の
衰
退
を
招
い
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
。

出
島
お
よ
び
江
島
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
主
と

す
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

出
島
は
、
本
土
側
の
尾
浦
漁
港
か
ら
一
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
位
置
す
る
。
尾
浦

漁
港
、
出
島
漁
港
及
び
島
の
南
端
に
あ
る
寺

間
漁
港
に
は
漁
船
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。

津
波
の
際
に
沖
に
避
難
せ
ず
に
、
係
留
し
た

ま
ま
で
残
っ
た
も
の
も
多
い
。
全
部
ホ
ヤ
、

カ
キ
お
よ
び
ホ
タ
テ
貝
養
殖
の
船
で
あ
る
。

宮城県離島　復旧・復興の現況
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っ
た
出
島
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漁
業
者
は
瓦
礫
処
理
に
従
事
し
て
お
り
、

建
設
業
者
に
よ
る
漁
場
の
瓦
礫
回
収
は
終
了

し
て
い
る
が
、
取
り
残
し
の
瓦
礫
や
実
際
に

養
殖
用
の
係
留
索
の
係
留
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置

す
る
場
合
邪
魔
に
な
る
瓦
礫
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
を
回
収
し
て
い
る
。
出
島
は
、
電
気
と

〇
〇
世
帯
で
あ
っ
た
の
で
、
島
に
残
る
人
た

ち
は
三
分
の
一
の
六
〇
世
帯
ほ
ど
と
い
え
る
。

ホ
ヤ
、
カ
キ
、
ホ
タ
テ
貝
及
び
ギ
ン
ザ
ケ
の

養
殖
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
こ
の
一
一
月
ご

ろ
か
ら
ホ
ヤ
は
採
苗
を
、
ホ
タ
テ
貝
は
北
海

道
か
ら
稚
貝
を
購
入
し
な
け
れ
ば
来
年
の
収

水
道
は
七
月
二
一
日
に
開
通
し
て
お
り
、
漁

船
は
多
数
残
存
し
て
い
る
。
す
で
に
イ
カ
釣

り
漁
業
は
再
開
し
て
い
る
。
寺
間
集
落
に
は

二
〇
軒
、
出
島
集
落
に
は
一
軒
の
家
屋
が
残

存
し
て
お
り
、
高
台
に
四
二
戸
の
仮
設
住
宅

が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
も
と
も
と
二

図７　出島漁港の状況。

図８　養殖場の瓦礫処理に出港する漁船。

図９　寺間漁港の沈下状況。
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入
が
な
く
な
る
。
養
殖
施
設
の
再
設
置
と
、

稚
魚
・
稚
貝
の
購
入
に
多
大
の
費
用
が
か
か

る
。出

島
は
養
殖
漁
業
で
あ
り
、
養
殖
稚
貝
や

採
苗
を
漁
期
に
合
わ
せ
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
早
期
に
漁
業
の
再
開
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
多

く
い
て
、
養
殖
資
材
を
購
入
し
早
期
再
開
す

る
た
め
に
は
多
額
の
借
入
金
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
後
継
者
が
お
ら
ず
、
か
つ
高
齢
者

の
漁
業
者
で
は
返
済
期
間
も
一
〇
年
以
上
は

考
え
ら
れ
ず
、
多
額
の
借
入
金
を
し
て
ま
で

漁
業
を
再
開
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
方
々
が

い
る
。

島
に
帰
っ
て
く
る
人
が
少
な
い
の
は
、
小

中
学
校
の
再
開
の
め
ど
が
立
た
ず
、
子
弟
の

教
育
を
考
え
る
と
本
土
で
生
活
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
に
よ
る
。
後
継
者
の
い
な
い
高

齢
の
漁
業
者
で
あ
れ
ば
、
通
学
す
る
子
弟
が

お
ら
ず
家
族
と
と
も
に
帰
島
し
て
漁
業
が
再

開
で
き
る
こ
と
に
よ
る
。
せ
め
て
航
路
が
再

開
さ
れ
、
本
土
へ
の
通
学
が
可
能
と
な
れ
ば

帰
島
し
て
漁
業
を
再
開
す
る
人
も
増
加
す
る
。

図
７
に
出
島
漁
港
集
落
の
被
災
状
況
を
示
す
。

漁
船
は
比
較
的
残
存
し
て
い
る
が
、
集
落
は

一
戸
を
残
し
て
全
戸
流
失
全
壊
し
て
お
り
、

陸
上
の
瓦
礫
の
処
理
が
進
ん
で
い
る
。

図
８
は
養
殖
場
の
瓦
礫
処
理
の
た
め
に
出

航
す
る
漁
船
で
あ
る
。
大
き
な
瓦
礫
は
専
門

の
海
上
建
設
業
者
で
行
わ
れ
た
が
、
養
殖
場

に
係
留
ブ
ロ
ッ
ク
や
養
成
綱
を
張
る
た
め
に

は
細
か
い
瓦
礫
処
理
が
必
要
で
あ
る
。
図
９

は
寺
間
漁
港
の
沈
下
の
状
況
で
、
か
さ
上
げ

し
な
い
と
接
岸
は
難
し
い
。
図
10
は
寺
間
集

落
の
被
災
状
況
で
一
部
高
台
に
あ
る
家
屋
二

〇
軒
ほ
ど
が
被
害
を
免
れ
て
い
る
。

江
島
の
漁
港
施
設
は
、
漁
港
の
沈
下
以
外

は
被
害
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い

が
、
港
内
の
瓦
礫
処
理
は
ま
だ
済
ん
で
い
な

い
。
江
島
に
は
東
大
の
地
震
観
測
所
が
あ
っ

た
が
、
昨
年
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
民
家
は
、

津
波
被
害
は
ま
っ
た
く
受
け
ず
残
存
し
て
い

る
が
、
江
島
漁
港
の
低
地
に
あ
る
漁
業
協
同

組
合
の
倉
庫
や
冷
蔵
施
設
が
被
災
し
て
い
る
。

し
か
し
、
江
島
漁
港
背
後
の
傾
斜
地
に
位
置

す
る
無
人
の
各
家
屋
は
、
四
月
七
日
の
大
き

な
余
震
に
よ
り
屋
根
の
瓦
が
多
く
崩
落
し
て

お
り
、
青
い
シ
ー
ト
を
張
っ
た
家
が
多
い
。

週
二
回
、
日
帰
り
一
便
の
通
船
で
、
家
屋

宮城県離島　復旧・復興の現況

図10 寺間漁港の残存集落の状況。
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落
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ど
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や
残
し
て
き
た
家
財
な
ど
の
保
存
の
た
め
に

帰
島
し
て
い
る
。

現
在
、
江
島
住
民
は
八
〇
人
く
ら
い
の
実

数
で
あ
る
が
、
九
割
ほ
ど
の
六
二
人
は
避
難

勧
告
地
区
が
解
除
と
な
り
、
水
、
電
気
が
再

開
通
す
れ
ば
帰
島
す
る
予
定
で
あ
る
。
八
月

末
く
ら
い
に
三
〇
ト
ン
／
日
の
造
水
機
も
完

成
す
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
道
管
施

設
も
地
震
で
被
災
し
て
お
り
、
各
家
に
配
水

で
き
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
住
民

は
島
に
通
い
な
が
ら
漂
着
し
て
き
た
瓦
礫
処

理
を
行
っ
た
が
、
漁
場
の
瓦
礫
は
処
理
で
き

図11 残存する江島集落。

図12 江島漁港の状況。

採苗 海中培養

採苗 成長抑制 
成長抑制 本養殖 
２年ガキ出荷 本養殖 

採苗 分散 稚貝養成 
耳吊り 本養殖 出荷 
出荷 
出荷 

採卵 
ふ化・中間育成 淡水養殖 海面養殖 
海面養殖 出荷 

採苗 
採苗 稚ボヤ 分散 本養殖 

本養殖 
筏沖だし作業 沖養殖 

沖養殖 ４年子出荷（輸出ものは周年） 

３年子出荷（輸出ものは周年） 

ふ化 

収穫 
本養殖 

本養殖 

図 13　三陸沿岸での養殖種類毎のスケジュール表 

ホタテ養殖 

カキ養殖 

ワカメ養殖 

養殖種類 

ギンザケ養殖 

ホヤ養殖 

１年目 
２年目 
１年目 
２年目 
３年目 
１年目 
２年目 
３年目 
４年目 
１年目 
２年目 
３年目 
１年目 
２年目 

３年目 
 ４年目 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

半成貝から 
養殖も多い 

備考 

注：ギンザケは、ふ化から約１年間は内陸の淡水池で養殖する。 
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ず
、
港
内
を
は
じ
め
手
つ
か
ず
で
あ
る
。
ウ

ニ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
資
源
が
豊
富
で
か
な
り
漁

獲
で
き
る
上
、
イ
カ
釣
り
漁
業
も
資
源
は
豊

富
で
あ
る
。

震
災
直
後
、
三
月
一
六
日
ま
で
の
六
日
間
、

住
民
は
音
信
不
通
の
ま
ま
島
に
い
た
が
、
台

風
時
に
も
同
じ
よ
う
な
状
況
と
な
る
た
め
、

食
糧
な
ど
は
つ
ね
に
一
週
間
分
く
ら
い
の
備

蓄
は
あ
り
、
生
活
は
で
き
て
い
た
。
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
も
、
電
気
と
水
が
四
〇
年
前

に
開
通
し
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
江
島
は

最
後
の
最
後
に
な
る
こ
と
を
住
民
は
覚
悟
し

て
い
る
。

両
島
の
江
島
漁
港
お
よ
び
寺
間
漁
港
は
地

盤
の
沈
下
（
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
激

し
く
、
寺
間
漁
港
は
漁
業
を
再
開
す
る
た
め

に
、
江
島
漁
港
は
航
路
再
開
の
た
め
に
、
応

急
的
に
岸
壁
の
か
さ
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

災
害
復
旧
の
応
急
工
事
と
し
て
江
島
漁
港
四

三
メ
ー
ト
ル
、
寺
間
漁
港
一
二
〇
メ
ー
ト
ル

の
合
計
一
六
三
メ
ー
ト
ル
分
の
か
さ
上
げ
を

二
九
〇
〇
万
円
（
約
二
〇
万
円
／
メ
ー
ト
ル
）

の
費
用
を
か
け
て
行
っ
て
い
る
。

図
11
に
は
江
島
集
落
の
ほ
と
ん
ど
は
残
存

し
て
い
る
が
、
余
震
で
屋
根
の
破
損
し
て
い

る
状
況
を
示
す
。
ま
た
、
図
12
に
は
漁
船
二

隻
と
港
内
の
瓦
礫
が
残
存
し
て
い
る
状
況
を

示
し
て
い
る
。

図
13
は
、
出
島
お
よ
び
江
島
は
も
ち
ろ
ん

三
陸
沿
岸
で
行
わ
れ
る
養
殖
業
の
工
程
で
あ

る
。
養
殖
魚
介
類
の
稚
仔
を
採
取
し
、
養
殖

施
設
に
植
え
付
け
あ
る
い
は
つ
り
下
げ
を
、

時
期
を
外
さ
ず
や
ら
な
け
れ
ば
、
来
年
あ
る

い
は
二
年
先
の
漁
獲
は
望
め
な
い
。
漁
業
者

の
漁
業
再
開
へ
の
意
思
は
強
く
、
資
材
の
手

配
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

①
須
田
昌
男
さ
ん
（
六
三
歳
）

出
島
の
寺
間
漁
港
で
重
油
の
積
み
込
み
作

業
を
行
っ
て
い
た
須
田
昌
男
さ
ん
に
話
を
聞

い
た
。

│
│
電
気
、
水
道
は
七
月
二
一
日
に
来
る

よ
う
に
な
り
、
船
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
早

く
漁
業
を
再
開
し
た
い
の
で
、
先
ほ
ど
定
置

網
の
漁
船
に
み
ん
な
乗
り
合
わ
せ
て
養
殖
場

の
瓦
礫
引
き
上
げ
作
業
に
出
か
け
た
。
残
存

し
た
イ
カ
釣
り
船
は
す
で
に
漁
業
を
再
開
し

て
い
る
。
寺
間
地
区
は
ホ
ヤ
養
殖
業
が
盛
ん

で
半
分
く
ら
い
の
人
が
従
事
し
て
い
る
。
自

分
自
身
は
ワ
カ
メ
の
養
殖
を
や
っ
て
お
り
、

午
前
中
は
瓦
礫
処
理
に
従
事
し
、
午
後
か
ら

は
重
油
な
ど
燃
料
の
積
み
込
み
作
業
を
行
っ

て
い
る
。

家
屋
は
高
台
に
二
〇
軒
ほ
ど
残
っ
て
お
り
、

仮
設
住
宅
が
四
〇
戸
ほ
ど
で
き
る
の
で
六
〇

世
帯
ほ
ど
が
出
島
に
帰
島
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
と
も
と
二
〇
〇
世
帯
ほ
ど
な
の
で
、
住
民

は
三
分
の
一
に
減
る
と
思
う
。
学
校
の
関
係

で
子
ど
も
の
い
る
家
庭
、
す
な
わ
ち
若
い
漁

業
者
は
島
に
は
帰
ら
な
い
。
小
中
学
校
が
再

開
し
な
い
の
で
、
本
土
に
住
む
し
か
な
い
。

漁
業
へ
の
民
間
の
参
入
に
つ
い
て
は
、
養
殖

漁
場
と
い
え
ど
も
、
ど
こ
で
も
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
長
年
に
わ
た
り
漁
業
者
が
試
行

錯
誤
し
て
適
地
を
見
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
漁
場
を
民
間
に
と
い
う
の
は
…
…
。

岸
壁
は
沈
下
し
て
お
り
、
利
用
で
き
る
状

宮城県離島　復旧・復興の現況

■

出
島
住
民
の
声
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態
で
は
な
い
。
ま
た
自
分
の
家
は
対
岸
に
あ

り
、
津
波
で
外
形
だ
け
残
し
て
損
壊
し
て
い

る
が
、
日
々
の
潮
汐
に
よ
る
浸
水
は
免
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
背
後
の
土
砂
崩
れ
は
怖
い
。

早
く
漁
業
作
業
の
行
え
る
よ
う
に
岸
壁
の
か

さ
上
げ
や
、
余
震
の
続
く
中
、
災
害
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

●

②
匿
名
希
望
Ａ
さ
ん
（
六
六
歳
）

出
島
の
出
島
漁
港
で
、
三
ト
ン
ク
ラ
ス
の

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
外
機
船
の
修
理
を
し
て
い
る
漁
業

者
の
話
を
聞
い
た
。

│
│
午
前
中
は
出
島
集
落
の
瓦
礫
処
理
を

行
い
、
ち
ょ
っ
と
手
を
加
え
れ
ば
使
え
る
漁

船
が
瓦
礫
の
中
に
あ
っ
た
の
で
修
理
を
し
て

い
る
。
漁
業
者
は
、
半
分
く
ら
い
は
帰
島
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
子
ど
も

の
関
係
で
本
土
の
方
に
住
む
が
、
通
っ
て
で

も
漁
業
を
や
り
た
い
。
娘
な
ど
は
そ
こ
ま
で

や
ら
な
く
と
も
ゆ
っ
く
り
生
活
す
れ
ば
と
言

う
が
、
生
き
甲
斐
と
い
う
か
、
こ
の
歳
で
こ

れ
ほ
ど
稼
げ
る
職
業
は
な
い
。
自
分
は
ギ
ン

ザ
ケ
の
養
殖
を
や
っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域

で
一
四
億
円
ほ
ど
の
水
揚
げ
が
あ
り
、
自
分

も
か
な
り
の
収
入
が
あ
る
。
そ
し
て
ア
ワ
ビ

な
ど
今
年
の
秋
は
口
開
け
す
る
が
、
年
五
回

か
ら
六
回
の
口
開
け
で
一
人
六
、
七
〇
万
円

く
ら
い
の
収
入
に
な
る
。
通
っ
て
で
も
漁
業

を
や
ら
な
け
れ
ば
組
合
員
資
格
が
な
く
な
る
。

ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
は
今
年
の
秋
か
ら
再
開
す

る
つ
も
り
だ
が
、
養
殖
用
の
生
け
簀
が
間
に

合
う
か
ど
う
か
心
配
で
あ
る
。
稚
魚
は
岩
手

県
の
方
か
ら
く
る
予
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
は
一
〇
人
ほ
ど
が
や
る
つ
も

り
で
あ
る
。
養
殖
し
た
ギ
ン
ザ
ケ
は
入
札
し

図14 津波の被害から修理した漁協事務所で休憩する須田昌男さん。

図15 地震で崩落した寺間漁港の背後の傾斜地。
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て
三
重
県
の
方
へ
持
っ
て
行
く
し
、
ギ
ン
ザ

ケ
の
養
殖
技
術
は
北
海
道
大
学
の
方
に
お
世

話
に
な
り
、
十
勝
の
広
尾
で
海
中
馴

じ
ゅ
ん

致ち

な
ど

を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
全
国
と
繋
が
り
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
養
殖
に
民
間
企
業
が
参
入

し
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
で

あ
る
か
ら
も
ち
ろ
ん
収
益
を
も
く
ろ
ん
で
い

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
被
災
を
受
け
た
と
い
っ

て
も
行
政
の
支
援
が
あ
れ
ば
自
分
た
ち
で
や

れ
る
の
で
必
要
な
い
と
思
う
。

●

③
匿
名
希
望
Ｂ
さ
ん
（
六
七
歳
）

│
│
島
に
帰
っ
て
き
て
、
瓦
礫
と
な
っ
た

四
七
軒
ほ
ど
の
家
屋
を
処
理
し
た
。
女
川
か

ら
通
っ
て
い
る
。
子
弟
の
あ
る
家
は
、
定
期

の
通
船
が
あ
れ
ば
中
学
に
も
通
学
で
き
て
、

島
に
帰
れ
る
が
、
い
ま
は
女
川
に
し
か
住
め

な
い
。
自
分
は
漁
業
を
再
開
し
た
い
と
希
望

し
て
い
る
が
、
後
継
者
も
い
な
く
て
養
殖
資

材
の
購
入
に
多
額
の
お
金
が
か
か
り
、
高
齢

で
は
借
金
も
で
き
な
い
。
民
間
の
資
金
を
利

用
す
る
た
め
、
宮
城
県
知
事
の
提
唱
す
る
民

間
が
漁
業
に
参
入
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

あ
る
。
そ
こ
で
高
齢
で
も
漁
業
を
や
り
た
い

人
を
漁
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
特
に
離
島
は
高
齢
の
漁
業
者
が
多
い
の

で
、
借
金
し
て
漁
業
を
再
開
す
る
こ
と
に
躊

躇
す
る
人
が
多
い
と
思
う
。

①
木
村
新
喜
さ
ん
（
八
〇
歳
）

│
│
今
日
は
週
二
便
で
日
に
一
便
し
か
な

い
船
で
来
た
。
こ
の
島
で
は
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
た
。
家
が
心
配
で
見
に
来
た
も
の
で

宮城県離島　復旧・復興の現況

図17 浮防波堤に係留する残存した漁船（出島漁港）。

図16 出島漁港で漁船の修理に従事するAさん。

■

江
島
住
民
の
声
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あ
る
。
水
さ
え
あ
れ
ば
、
生
活
で
き
る
の
で

島
に
帰
っ
て
く
る
つ
も
り
で
あ
る
。
三
〇
ト

ン
／
日
の
造
水
機
は
八
月
末
に
は
稼
働
す
る

そ
う
で
あ
る
が
、
で
き
れ
ば
島
に
帰
っ
て
く

る
。
た
だ
水
が
自
分
の
家
ま
で
来
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
の
で
心
配
だ
。

こ
の
島
は
、
三
月
一
一
日
の
津
波
で
は
漁

港
施
設
が
や
ら
れ
た
だ
け
で
す
べ
て
の
民
家

が
残
っ
た
。
そ
の
後
、
全
島
避
難
で
島
を
出

る
と
き
は
家
の
中
も
外
も
無
傷
で
あ
っ
た
。

し
か
し
四
月
七
日
の
大
き

な
余
震
で
家
屋
中
の
家
財

な
ど
が
散
乱
し
た
し
、
屋

根
も
崩
れ
て
雨
漏
り
が
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
海
岸

や
漁
港
の
瓦
礫
処
理
が
た

い
へ
ん
だ
っ
た
が
、
ほ
ぼ

片
付
い
た
。
本
土
か
ら
の

漂
流
瓦
礫
に
乗
っ
か
っ
た

動
物
が
島
に
棲
み
つ
い
て

い
る
。
見
慣
れ
な
い
猫
な

ど
が
い
る
。
自
分
は
、
八

〇
歳
に
な
っ
て
で
も
帰
っ

て
く
る
。
自
分
よ
り
高
齢

の
者
が
三
人
い
る
が
、
帰

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

●

②
木
村
一
洋
さ
ん
（
二
九

歳
）木

村
一
洋
さ
ん
は
、
江
島
で
い
ち
ば
ん
若

く
、
い
ま
の
と
こ
ろ
島
で
生
ま
れ
た
最
後
の

人
で
あ
る
。
そ
の
次
に
若
い
人
は
五
九
歳
だ

そ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
九
年
間
、
こ
の
島
で

は
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
い
な
い
。

│
│
自
分
は
ホ
ヤ
養
殖
を
行
っ
て
い
た
が
、

津
波
で
施
設
を
流
失
し
た
。
現
在
は
ウ
ニ
な

ど
磯
根
資
源
が
豊
富
で
か
な
り
漁
獲
で
き
る

し
、
イ
カ
釣
り
漁
業
も
で
き
る
。
自
分
の
船

で
六
月
か
ら
島
に
通
い
、
ウ
ニ
や
天
然
ホ
ヤ

を
漁
獲
し
、
女
川
の
業
者
に
卸
し
て
い
る
。

漁
船
は
現
在
、
島
に
二
隻
あ
り
、
自
分
の
稲

荷
丸
（
三
ト
ン
）
を
す
ぐ
修
復
し
て
漁
を
や

っ
て
い
る
。
も
う
一
隻
は
ホ
ヤ
と
ワ
カ
メ
養

殖
を
や
っ
て
い
る
人
の
船
で
、
津
波
後
す
ぐ

修
復
し
て
漁
を
行
っ
て
い
る
。

震
災
後
三
月
一
六
日
ま
で
音
信
不
通
の
ま

ま
島
に
い
た
が
、
台
風
の
時
も
同
じ
く
、
食

糧
な
ど
一
週
間
く
ら
い
の
備
蓄
は
つ
ね
に
し

て
お
り
、
生
活
は
で
き
た
。
電
気
・
水
道
は

ま
だ
来
て
い
な
い
が
、
四
〇
年
前
ま
で
電

気
・
水
道
な
ど
な
い
生
活
を
し
て
い
た
よ
う

図18 日帰りで江島に帰島した木村新喜さん。
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な
の
で
、
復
旧
が
遅
れ
て
も
覚
悟
は
し
て
い

る
。
自
分
は
最
年
少
で
あ
り
、
こ
の
島
で
最

後
に
生
ま
れ
た
人
間
で
あ
る
。
九
〇
歳
の
祖

母
と
親
子
三
代
で
島
に
住
ん
で
い
る
。
独
身

だ
が
、
こ
う
い
う
島
に
嫁
に
来
る
人
は
な
か

な
か
い
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
避
難

勧
告
解
除
に
な
れ
ば
、
み
ん
な
帰
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

離
島
や
へ
き
地
に
お
い
て
小
漁
港
、
漁
村

の
被
災
は
、
人
的
被
害
は
比
較
的
少
な
い
も

の
の
、
水
産
都
市
や
本
土
側
の
町
よ
り
震
源

に
面
し
て
お
り
、
物
的
被
害
は
大
き
い
。
し

か
し
、
復
旧
復
興
が
遅
れ
て
お
り
、
い
ま
だ

電
気
・
水
道
が
通
じ
ず
、
航
路
も
週
に
二
便

と
い
う
江
島
や
出
島
の
よ
う
に
、
子
弟
の
教

育
が
大
き
な
障
害
と
な
り
帰
島
し
な
い
住
民

が
多
い
島
も
あ
る
。

漁
業
は
季
節
性
を
と
も
な
い
、
時
期
を
外

す
と
今
後
の
二
〜
三
年
後
の
漁
獲
が
望
め
な

い
。
と
く
に
出
島
と
江
島
は
ワ
カ
メ
、
ホ
ヤ
、

カ
キ
、
ホ
タ
テ
、
ギ
ン
ザ
ケ
と
藻
類
、
貝
類
、

魚
類
の
多
種
の
養
殖
漁
業
を
営
ん
で
お
り
、

時
期
を
失
す
る
こ
と
は
生
業
を
失
す
る
こ
と

に
な
る
。
多
く
の
斬
新
な
提
案
を
な
す
こ
と

は
必
要
で
あ
る
が
、
議
論
を
戦
わ
せ
復
旧
復

興
の
機
会
を
失
す
る
よ
り
、
ま
ず
最
低
で
も

漁
業
が
再
開
で
き
る
最
小
限
の
施
設
復
旧
が

必
要
で
あ
る
。
早
期
に
復
興
が
な
さ
れ
た
奥

尻
島
の
事
例
を
参
考
に
し
て
、
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

被
災
し
た
離
島
で
は
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
」「
生
業
で
あ
る
漁
業
の
再
開
」
そ
し
て

「
日
常
生
活
に
必
要
な
航
路
や
子
弟
の
教
育
」、

三
重
の
復
旧
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
三
つ
が
全
部
果
た
せ
て
は
じ
め
て
復
旧

と
な
り
、
一
つ
が
欠
け
て
も
被
災
前
の
生
活

及
び
生
業
の
復
旧
に
は
な
ら
な
い
。

「
ど
う
せ
島
は
、
電
気
、
水
道
は
じ
め
復
旧

は
す
べ
て
最
後
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
う
住

民
の
言
葉
は
自
虐
的
で
あ
り
、
日
本
国
民
に

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
日
本
の
海
洋
を
守
る

心
構
え
を
試
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

出
島
及
び
江
島
は
二
〇
〇
海
里
経
済
水
域

宮城県離島　復旧・復興の現況

図19 江島住民の
なかで最後に生ま
れた木村一洋さん。

■

お
わ
り
に
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の
基
点
と
な
っ
て
い
る
外
海
に
面
し
た
島
で

あ
り
、
わ
が
国
の
海
洋
権
益
を
守
っ
て
い
る

島
で
あ
る
。
国
を
は
じ
め
県
・
市
町
村
に
と

っ
て
、
海
洋
国
土
を
守
る
こ
と
は
責
務
で
あ

り
、
日
常
の
漁
業
活
動
が
二
〇
〇
カ
イ
リ
排

他
的
経
済
水
域
へ
の
外
国
か
ら
の
侵
出
に
対

す
る
抑
止
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

災
害
復
旧
に
お
い
て
特
に
離
島
へ
の
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。

今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
人
た
ち

の
中
に
匿
名
希
望
の
方
が
二
名
い
る
。
宮
城

県
知
事
の
漁
業
へ
の
民
間
参
入
特
区
構
想
に

つ
い
て
議
論
が
あ
り
、
こ
れ
に
関
連
し
て
氏

名
を
表
明
し
た
く
な
い
と
の
希
望
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
最
後
に
、
復
旧
・
復
興
に
お

お
き
く
影
響
す
る
漁
業
権
に
つ
い
て
、
註
記

と
し
て
補
足
す
る
。

■

【
註
記
】
漁
業
権
に
つ
い
て

村
井
宮
城
県
知
事
か
ら
表
明
さ
れ
た
「
水
産
振
興
特
区
構
想
」
は
、
民
間

企
業
に
漁
業
権
を
与
え
、
被
災
地
の
漁
業
復
興
に
民
間
参
入
を
促
そ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
見
は
、「
現
状
の
ま
ま
で
は
復
旧
復
興
し
て
も
漁

業
後
継
者
が
い
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
な
さ
れ
た
提
案
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

漁
業
権
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
種
類
あ
る
。
第
一
が
地
先
の
ウ
ニ
、
ア

ワ
ビ
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
磯
資
源
の
漁
獲
や
地
引
網
な
ど
の
権
利
で
あ
る
「
共

同
漁
業
権
」。
こ
の
権
利
は
、
漁
業
協
同
組
合
ま
た
は
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
に
付
与
さ
れ
、
組
合
の
漁
業
権
行
使
規
則
に
基
づ
き
漁
業
者
が
行
使
す
る
。

第
二
に
、
沿
岸
水
面
に
生
簀
や
養
殖
ロ
ー
プ
な
ど
や
区
域
を
占
有
し
て
魚

類
、
ホ
タ
テ
、
カ
キ
及
び
コ
ン
ブ
な
ど
の
海
藻
養
殖
を
す
る
権
利
で
あ
る

「
区
画
漁
業
権
」
が
あ
る
。
区
画
漁
業
権
の
う
ち
、
入
会
権
が
認
め
ら
れ
る

も
の
は
「
特
定
区
画
漁
業
権
」
と
し
て
漁
業
協
同
組
合
ま
た
は
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
に
付
与
さ
れ
る
。

第
三
に
「
定
置
網
漁
業
権
」
が
あ
る
。
沿
岸
水
域
に
網
を
仕
立
て
て
、
サ

ケ
や
ブ
リ
、
イ
カ
な
ど
来
遊
す
る
魚
類
を
捕
獲
す
る
も
の
で
あ
る
。
漁
業
権

は
い
ず
れ
も
都
道
府
県
が
漁
場
計
画
に
基
づ
き
申
請
に
よ
り
免
許
す
る
。
区

画
漁
業
お
よ
び
定
置
漁
業
は
漁
業
権
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
営
め
な
い
。
こ
の

漁
業
権
は
、
申
請
者
の
適
格
性
と
漁
業
法
上
の
優
先
順
位
に
基
づ
き
権
利
を

付
与
さ
れ
る
（
付
図
１
）。

元
来
、
公
有
の
水
面
に
生
存
す
る
水
産
資
源
は
無
主
物
で
あ
る
が
、
津
々

浦
々
の
沿
岸
漁
村
に
居
住
す
る
漁
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
岸
の
漁
業
資
源
漁

獲
の
権
利
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
沖
合
は
、
み
ん
な
が
入
り
会
う
水
域
と

し
て
、
漁
業
資
源
の
利
用
を
行
っ
て
い
た
。
無
主
物
で
あ
る
が
有
限
な
沿
岸

漁
業
資
源
の
利
用
に
お
い
て
、
経
済
原
則
に
基
づ
く
自
由
競
争
の
原
則
を
取

り
入
れ
る
と
、
一
瞬
に
し
て
資
源
は
枯
渇
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
沿
岸
漁

村
に
居
住
し
、
経
済
原
則
よ
り
地
域
の
維
持
を
優
先
す
る
漁
業
者
で
構
成
す

る
漁
業
協
同
組
合
に
独
占
優
先
的
に
権
利
を
与
え
、
漁
場
と
資
源
の
管
理
利

用
を
任
せ
、
永
続
的
な
漁
業
資
源
の
維
持
と
地
域
の
維
持
を
図
ろ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漁
業
協
同
組
合
へ
の
漁
業
権
付
与
の
背
景
の
あ

る
と
こ
ろ
に
、
民
間
資
金
と
活
力
を
導
入
し
、
地
域
の
過
疎
化
と
漁
業
の
衰
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退
を
回
避
す
る
目
的
で
、
水
産
業
振
興
特
区
を
設
け
、
民
間
企
業
に
漁
業
権

を
付
与
し
、
漁
業
へ
の
参
入
を
促
そ
う
と
し
た
の
が
「
漁
業
へ
の
民
間
参
入
」

で
あ
る
。

過
去
の
歴
史
か
ら
、
民
間
企
業
は
経
済
原
則
に
基
づ
き
行
動
を
す
る
の
で
、

漁
業
資
源
を
経
済
効
率
的
に
利
用
し
、
競
争
淘
汰
が
生
じ
る
。
そ
の
結
果
、

継
続
的
な
資
源
の
維
持
も
破
壊
し
、
漁
村
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
消
滅
し

て
し
ま
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
反
対
す
る
漁
業
者
は
主
張
す
る
。

こ
こ
に
民
間
企
業
が
参
入
し
て
、
昆
布
採
取
や
定
置
網
漁
業
を
企
業
原
則
で

効
率
的
に
行
う
こ
と
は
、
漁
村
全
体
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
、
し
か
も

そ
れ
が
永
続
的
で
は
な
く
、
経
済
の
状
況
に
よ
り
変
更
し
て
い
く
こ
と
は
漁

村
に
と
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
宮
城
県
知
事
が
提
案
す
る
こ
と
を
実
験

的
に
「
特
区
」
と
し
て
行
う
に
し
て
も
、
生
活
の
存
亡
が
か
か
っ
た
実
験
は

で
き
な
い
と
多
く
の
漁
業
者
は
言
う
。

復
興
構
想
会
議
の
提
言
は
、「
漁
場
・
資
源
の
回
復
と
民
間
企
業
と
の
連

携
促
進
」
と
い
う
表
題
と
な
っ
て
お
り
、
必
要
な
地
域
に
は
特
区
構
想
の
導

入
を
図
る
と
あ
る
が
、
但
し
書
き
が
あ
り
、
所
要
の
対
策
が
必
要
と
い
う
提

言
で
あ
る
。

●

（
原
文
）

漁
場
・
資
源
の
回
復
、
漁
業
者
と
民
間
企
業
と
の
連
携
促
進

津
波
に
よ
り
、
漁
場
を
含
め
た
海
洋
生
態
系
が
激
変
し
た
こ
と
か
ら
、
科

学
的
知
見
も
活
用
し
な
が
ら
漁
場
や
資
源
の
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ

を
契
機
に
よ
り
積
極
的
に
資
源
管
理
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

漁
業
の
再
生
に
は
、
漁
業
者
が
主
体
的
に
民
間
企
業
と
連
携
し
、
民
間
の

 
漁場計画の告示 
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漁業権　免許申請 

申請書の形式審査と受理 

免許申請期間満了 

（海区漁業調整委員会へ申請書副本を送付） 

免許申請者の　適格性を諮問 

免許申請者の適格性について　答申 

免許 

事
前
準
備

申
請
受
付

免
許

遊漁規則認可申請 

漁業権行使規則認可申請 

付図１　漁業権申請取得の流れ図
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長野　章（ながの　あきら）
昭和21年愛媛県生まれ。同45年北海道大
学大学院工学研究科修士課程1年修了、
水産庁入庁。長崎県水産部漁港計画課長、
(財)漁港漁村建設技術研究所調査研究部
長、北海道開発局水産課長、水産庁漁港
漁場整備部長などを歴任後、平成15年よ
り公立はこだて未来大学教授。平成23年
4月同大学を退任し、同年5月全日本漁港
建設協会会長に就任。公立はこだて未来
大学名誉教授。工学博士。

資
金
と
知
恵
を
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
地
域
の
理
解
を
基
礎
と
し

つ
つ
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
連
携
し
て
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
や
民
間
企
業
の

意
向
を
把
握
し
、
地
元
漁
業
者
が
主
体
的
に
民
間
企
業
と
様
々
な
形
で
連
携

で
き
る
よ
う
、
仲
介
・
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

必
要
な
地
域
で
は
、
以
下
の
取
り
組
み
を
「
特
区
」
手
法
の
活
用
に
よ
り

実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
元
漁
業
者
が
主
体
と
な
っ
た
法
人

が
漁
協
に
劣
後
し
な
い
で
漁
業
権
を
取
得
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
。
た
だ
し
、

民
間
企
業
が
単
独
で
免
許
を
求
め
る
場
合
に
は
そ
の
よ
う
に
せ
ず
地
元
漁
業

者
の
生
業
の
保
全
に
留
意
し
た
仕
組
み
と
す
る
。
そ
の
際
、
関
係
者
間
の
協

議
・
調
整
を
行
う
第
三
者
機
関
を
設
置
す
る
な
ど
、
所
要
の
対
応
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

（
復
興
へ
の
提
言
―
悲
惨
の
な
か
の
希
望
―
平
成
二
三
年
六
月
二
五
日
、
東

日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
）

●

こ
の
「
復
興
へ
の
提
言
」
に
明
記
さ
れ
た
漁
業
へ
の
民
間
誘
導
は
、
離
島

の
漁
業
者
に
と
っ
て
「
悲
惨
の
な
か
の
希
望
」
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？


